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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

第60期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 63,293 28,352 77,553

経常利益 (百万円) 4,119 4,050 3,408

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,894 2,511 1,520

純資産額 (百万円) ― 62,584 63,382

総資産額 (百万円) ― 89,697 86,705

１株当たり純資産額 (円) ― 2,177.99 2,180.26

１株当たり四半期(当期)純
利益金額

(円) 65.48 87.06 52.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 69.8 73.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,630 ― 1,275

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,800 ― △6,061

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,080 ― △925

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 3,088 5,339

従業員数 (名) ― 2,214 2,205

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　 ３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,214

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,753

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 生産高(百万円)

暖房機器 9,801

空調・家電機器 741

住宅設備機器 8,307

その他 351

合計 19,201

(注) １　金額は、平均販売価格によって表示しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは概ね見込生産方式を採っていますので、受注の状況については記載を省略しておりま

す。
　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 販売高(百万円)

製品別売上高

　暖房機器 16,448

　空調・家電機器 705

　住宅設備機器 9,997

　その他 1,126

小計 28,278

　不動産賃貸 73

合計 28,352

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　当第３四半期連結会計期間には、販売実績が10％以上を占める相手先はありません。

　

　なお、第２四半期連結会計期間より、遠赤外線電気暖房機「コアヒート」が商品ラインアップされたため、
品種区分の見直しを行い、石油暖房機器から暖房機器へ品種別の区分名称を変更しております。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機に端を発した世界的な金融・資

本市場の混乱を背景に、実体経済に深刻な影響を与えております。特に、昨年９月のリーマン・ショック

以降、国内外の需要の冷え込みが顕著で、急速に景気の後退感は強まってまいりました。当業界において

も、原材料価格の変動や販売価格競争の激化に加え、景気先行き懸念を背景とした個人消費の抑制などど

相まって、厳しい環境下での推移となりました。

このような中、当社グループは第４次中期経営計画の基本方針に基づく活動を展開してまいりました。

秋から冬にかけて販売活動が集中する暖房機器については、新しい商品価値の提案を行い、買い替え需

要の取り込みや付加価値商品の構成比拡大を図ったほか、需要が急増した際に品切れを生じさせないよ

う、かつ在庫リスクの低減を図りながら迅速な対応をとってまいりました。また、オール電化住宅の伸長

などによりニーズが多様化していることから、従来からの石油暖房に電気暖房を加えた「トータル暖

房」に取り組み、遠赤外線電気暖房機「コアヒート」を投入するなど、お客様のニーズに合わせた暖房提

案を行ってまいりました。石油暖房については、主力商品である石油ファンヒーターに快適暖房を支援す

る親切機能を新たに追加して「エコとユニ」の強化・充実を図り拡販に取り組んでまいりました。また、

お客様に引き続き安全で安心して石油ストーブをお使いいただけるよう、暖房シーズンの到来前から全

社を挙げた啓発活動に取り組み、昨年に引き続き「よごれま栓タンク」の給油時注意事項に関する新聞

広告の掲載、点検・修理体制の増強及びお客様相談窓口の増設などを行いました。

空調・家電機器については、販売競争が激化する中でルームエアコンの高級クラスである「異風人」

シリーズとスタンダードクラスのＳＧシリーズとの中間クラスにＭＧシリーズを新たにラインアップし

たほか、ＭＧ及びＳＧシリーズに新デザインを採用することで顧客獲得を図り、冬場の電気暖房機器とし

て拡販に取り組んだほか、需要急増時に品切れを生じさせないよう、かつ在庫リスクの低減を図りながら

迅速な対応をとってまいりました。

通年商品である住宅設備機器については、エコキュートの寒冷地エリア向け、高性能ＨＸシリーズ、ス

リムシリーズ、薄型・省スペースの２缶式タイプなど、新商品を積極的に投入し、オール電化住宅が伸長

する中で幅広いお客様のご要望にお応えすべく取り組んだほか、電力会社・ハウスメーカーとの強力な

販売体制を維持し拡販に取り組んでまいりました。

また、当社独自の「ナノサイズ（超微細）水破砕技術」による新しいタイプのボックス型低温サウナ

「ナノミストサウナ」を開発・発売しました。本商品は、近年、国民的な健康志向や美容への関心の高ま

りから、家庭や温泉施設、スポーツジム、ホテル等でのミストサウナが注目されている中で、大変好評を得

ることができました。

なお、主な品種別売上高の状況は、次のとおりとなりました。
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＜暖房機器＞

暖房機器の売上高は164億48百万円となりました。

灯油価格が高騰した昨シーズンのイメージが消費者に依然として残っていることやオール電化住宅の

伸長を背景に、消費者の電気暖房への関心が高まり、主力の石油ファンヒーターを中心に厳しい販売環境

となりました。一方、遠赤外線電気暖房機「コアヒート」をお客様から好評をいただき好調に推移いたし

ました。

なお、第２四半期連結会計期間より、遠赤外線電気暖房機「コアヒート」が商品ラインアップされたた

め、品種区分の見直しを行い、石油暖房機器から暖房機器へ品種別の区分名称を変更しております。

　

＜空調・家電機器＞

空調・家電機器の売上高は7億5百万円となりました。

ルームエアコンについては、ラインアップの充実や一部機種のデザイン変更などによる顧客獲得に取

り組んだほか、冬場の電気暖房機器としてセパレートタイプの冷暖兼用エアコンの拡販に取り組み、売上

高は前年同期を上回りました。また、暖房シーズンに販売が集中する加湿器については価格競争の激化に

より伸び悩みました。

　

＜住宅設備機器＞

住宅設備機器の売上高は99億97百万円となりました。

主力のエコキュートでは、新商品の積極的投入によりラインアップを強化したほか、電力会社・ハウス

メーカーとの強力な販売体制を維持しながら拡販に取り組んでまいりました。その結果、政府のエコ

キュート導入補助金制度も追風となり、エコキュートの販売台数は順調に推移したほか、電気温水器など

のオール電化対応商品の販売も前年同期を上回りました。

一方、石油給湯機につきましては、業界全体が低迷する厳しい中で拡販に取り組んでまいりましたが、

販売台数は前年を下回りました。

　

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は283億52百万円となりました。また、利益面につきま

しては、原材料価格の高騰に対し販売価格の改定を積極的に進めるとともに徹底したコストダウン及び

経費削減に努めた結果、営業利益は39億24百万円、経常利益は40億50百万円、四半期純利益は25億11百万

円となりました。
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(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、第２四半期連結会計期間末と比べ22億2百万円増加

し、457億75百万円となりました。これは、現金及び預金の減少(69億75百万円から37億34百万円へ32億41

百万円減)、受取手形及び売掛金の増加(203億33百万円から301億45百万円へ98億11百万円増)、製品をは

じめとするたな卸資産の減少(134億71百万円から98億44百万円へ36億27百万円減)が主な要因でありま

す。

現金及び預金につきましては、短期借入金の返済などによるものであります。受取手形及び売掛金につ

きましては、暖房機器の売上が第３四半期連結会計期間に集中することから増加しております。たな卸資

産につきましては、暖房機器の在庫の減少によるものであります。

　

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、第２四半期連結会計期間末と比べ17億93百万円減

少し、439億22百万円となりました。これは、投資有価証券の減少(184億68百万円から162億74百万円へ21

億94百万円減)、有形固定資産の減少(233億34百万円から229億66百万円へ3億67百万円減)、無形固定資産

の増加(21億47百万円から22億37百万円へ90百万円増)が主な要因であります。

投資有価証券につきましては、米国におけるサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱等

に伴う保有投資有価証券の時価の下落による減少であります。

　

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、第２四半期連結会計期間末と比べ1億94百万円減少

し、239億63百万円となりました。これは、主として暖房機器等の生産に伴う原材料仕入の増加による支払

手形及び買掛金の増加(156億16百万円から167億18百万円へ11億2百万円増)及び未払法人税等が増加(1

億7百万円から8億71百万円へ7億63百万円増)した一方、短期借入金23億15百万円の返済により減少した

ことによるものであります。

　

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、第２四半期連結会計期間末と比べ2億42百万円減少

し、31億49百万円となりました。これは、企業年金基金の財政計算上の過去勤務債務(積立不足)を早期償

却したことによる退職給付引当金の減少(16億9百万円から13億53百万円へ2億55百万円減)が主な要因で

あります。

　

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は、第２四半期連結会計期間末と比べ8億46百万円増加

し、625億84百万円となりました。これは、利益剰余金の増加(487億67百万円から509億46百万円へ21億79

百万円増)、自己株式の取得による減少(△6億71百万円から△7億95百万円へ1億24百万円減)、評価・換算

差額等の減少(△4億93百万円から△17億2百万円へ12億8百万円減)が主な要因であります。

利益剰余金につきましては、配当金の支払により3億32百万円減少した一方、四半期純利益(第３四半期

連結会計期間)が25億11百万円によるものであります。評価・換算差額等につきましては、その他有価証

券評価差額金が第２四半期連結会計期間末に比べ、保有投資有価証券の時価が米国におけるサブプライ

ムローン問題に端を発した金融市場の混乱等により下落したことによる減少であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」(以下「資金」という。)は、第２四半期

連結会計期間末に比べ32億41百万円(51.2％)減少し、30億88百万円になりました。

当第３四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおり

であります。
　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、5億74百万円となりました。

これは、主に暖房機器の販売で売上債権が98億11百万円増加したことにより資金が減少した一方、暖房

機器等のたな卸資産の減少額36億27百万円、仕入債務の増加額11億2百万円及び税金等調整前四半期純利

益39億97百万円、減価償却費5億87百万円、その他負債の増加額10億44百万円により資金が増加したこと

によるものであります。
　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、10億45百万円となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出5億99百万円、無形固定資産の取得により1億28百万円及び

余剰資金の運用により投資有価証券の取得及び売却による収支差額3億5百万円などにより資金が減少し

たことによるものであります。
　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、27億69百万円となりました。

これは、短期借入金の減少額23億15百万円、配当金の支払い3億30百万円により資金が減少したことに

よるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は229百万円であります。

なお、品種別の研究開発費は、次のとおりであります。

区分 研究開発費(百万円)

暖房機器 39

空調・家電機器 57

住宅設備機器 131

合計 229

また、当第３四半期連結会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。

なお、第２四半期連結会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第３四半期連結会計期間に完了し

たものは次のとおりです。

　

会社名 事業所名 設備の内容 投資額(百万円) 資金調達方法 完了年月
完成後の
増加能力

提出会社 三条工場他 金型 77 自己資金 平成20年12月 ―

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,342,454 29,342,454
東京証券取引所
（市場第一部）

権利内容に何ら
限定のない当社
における標準と
なる株式であり、
単元株式数は100
株であります。

計 29,342,454 29,342,454 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 29,342,454― 7,449 ― 6,686

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】
    平成20年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式）
普通株式      471,400

―

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式   28,851,200 288,512 同上

単元未満株式 普通株式       19,854― １単元100株未満の株式

発行済株式総数 29,342,454 ― ―

総株主の議決権 ― 288,512 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権2個）含まれ

ております。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株及び証券保管振替機構名義の株式が20株含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】
　 平成20年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社コロナ

新潟県三条市
東新保７番７号

471,400― 471,400 1.61

計 ― 471,400― 471,400 1.61

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) 1,2951,5151,6601,5951,4701,4011,1341,000 959

最低(円) 1,0841,2501,4301,3581,277 971 690 805 791

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,734 6,084

受取手形及び売掛金 ※３
 30,145

※３
 19,843

有価証券 － 299

商品 144 103

製品 8,568 12,063

原材料 374 400

仕掛品 746 279

貯蔵品 10 10

その他 2,254 2,686

貸倒引当金 △203 △148

流動資産合計 45,775 41,622

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 9,694

※１
 10,063

土地 10,705 10,705

その他（純額） ※１
 2,567

※１
 2,838

有形固定資産合計 22,966 23,607

無形固定資産 ※２
 2,237

※２
 1,965

投資その他の資産

投資有価証券 16,274 17,738

その他 2,538 1,832

貸倒引当金 △94 △61

投資その他の資産合計 18,717 19,509

固定資産合計 43,922 45,082

資産合計 89,697 86,705

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 16,718

※３
 13,480

未払法人税等 871 108

製品保証引当金 632 541

製品点検費用引当金 226 －

その他 ※３
 5,515

※３
 5,333

流動負債合計 23,963 19,463

固定負債

退職給付引当金 1,353 2,121

役員退職慰労引当金 359 337

その他 1,435 1,400

固定負債合計 3,149 3,859

負債合計 27,113 23,322
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,449 7,449

資本剰余金 6,686 6,687

利益剰余金 50,946 49,718

自己株式 △795 △379

株主資本合計 64,287 63,474

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,181 △570

土地再評価差額金 479 479

評価・換算差額等合計 △1,702 △91

純資産合計 62,584 63,382

負債純資産合計 89,697 86,705
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 63,293

売上原価 45,665

売上総利益 17,627

販売費及び一般管理費 ※１
 13,966

営業利益 3,661

営業外収益

受取利息 215

受取配当金 143

その他 132

営業外収益合計 491

営業外費用

支払利息 18

その他 14

営業外費用合計 32

経常利益 4,119

特別利益

投資有価証券売却益 12

その他 0

特別利益合計 12

特別損失

固定資産除却損 106

投資有価証券売却損 64

投資有価証券評価損 126

製品点検費用 450

製品点検費用引当金繰入額 226

その他 2

特別損失合計 976

税金等調整前四半期純利益 3,155

法人税、住民税及び事業税 1,010

法人税等調整額 251

法人税等合計 1,261

四半期純利益 1,894
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 28,352

売上原価 19,083

売上総利益 9,269

販売費及び一般管理費 ※１
 5,344

営業利益 3,924

営業外収益

受取利息 72

受取配当金 18

その他 48

営業外収益合計 139

営業外費用

支払利息 7

その他 5

営業外費用合計 12

経常利益 4,050

特別損失

固定資産除却損 38

投資有価証券売却損 3

投資有価証券評価損 11

その他 0

特別損失合計 53

税金等調整前四半期純利益 3,997

法人税、住民税及び事業税 923

法人税等調整額 562

法人税等合計 1,486

四半期純利益 2,511
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,155

減価償却費 1,621

のれん償却額 61

退職給付引当金の増減額（△は減少） △767

受取利息及び受取配当金 △358

支払利息 18

売上債権の増減額（△は増加） △10,302

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,013

その他の資産の増減額（△は増加） 897

仕入債務の増減額（△は減少） 3,237

その他の負債の増減額（△は減少） 738

その他 223

小計 1,539

利息及び配当金の受取額 349

利息の支払額 △18

法人税等の支払額 △240

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,630

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 99

有価証券の取得による支出 △500

有価証券の売却による収入 899

有形固定資産の取得による支出 △1,421

有形固定資産の売却による収入 22

無形固定資産の取得による支出 △387

投資有価証券の取得による支出 △3,010

投資有価証券の売却による収入 1,516

その他 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,800

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △664

自己株式の取得による支出 △416

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,080

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,250

現金及び現金同等物の期首残高 5,339

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,088
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

１．会計処理の原則及び

手続きの変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の

適用

「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準委員会　平成18年７

月５日　企業会計基準第９号）を第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準

については、原価法から原価法（収益性

の低下による簿価切下げの方法）に変

更しております。

この結果、従来の方法によった場合に

比べて、当第３四半期連結累計期間の売

上総利益、営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益が13百万円それ

ぞれ減少しております。

(2) リース取引に係る会計基準の適用

「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成５年６月17

日　最終改正平成19年３月30日　企業会

計基準第13号）及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」（企業会計

基準委員会　平成６年１月18日　最終改

正平成19年３月30日　企業会計基準適用

指針第16号）を第１四半期連結会計期

間から早期に適用し、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理から通常の売買取引に係る方法に

準じた会計処理に変更し、リース資産と

して計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法

は、リース期間を耐用年数とし、残存価

額をゼロとして算定する方法によって

おります。

なお、リース取引開始日が適用初年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を引き

続き採用しております。

これによる損益に与える影響はあり

ません。
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【簡便な会計処理】
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

１．一般債権の貸倒見積

高の算定方法

 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒

実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率

等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。

２．棚卸資産の評価方法

 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸

高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

３．固定資産の減価償却

費の算定方法

 

定率法を採用している資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によって

おります。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

平成20年度の法人税法改正に伴い、当社及び連結子

会社の機械装置については、従来、耐用年数を４～13年

としておりましたが、第１四半期連結会計期間より４

～10年に変更しました。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益は49百万円そ

れぞれ減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 40,168百万円

※２　無形固定資産の内訳

のれん 40百万円

その他 2,197

合計 2,237

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間満期

手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれてお

ります。

　受取手形　　　　　680百万円

　支払手形　　　　　159百万円

　流動負債その他　　 24百万円

 (設備関係支払手形)

○　偶発債務

　（保証債務）

　下記の会社の求償債務について保証を行っており

ます。

　鹿島建設㈱　　　53百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 39,265百万円

※２　無形固定資産の内訳

のれん 101百万円

その他 1,864

合計 1,965

※３　　　 　　　　　――――

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　偶発債務

　（保証債務）

　下記の会社の求償債務について保証を行っており

ます。

　鹿島建設㈱　　　54百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

製品保証引当金繰入額 632百万円

給与手当及び賞与 4,135

退職給付費用 338

役員退職慰労引当金繰入額 23

貸倒引当金繰入額 86

減価償却費 214

研究開発費 697
 
○　当社グループの取扱商品は、通年商品の住宅設備機

器のほか、夏物商品のエアコンを中心とした空調・家

電機器と冬物商品の石油暖房機器を取り扱っている

ため、業績に季節的変動があり、売上高は第３四半期

連結会計期間に集中し、第１・第４四半期連結会計期

間は少なくなる傾向になります。

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

製品保証引当金繰入額 4百万円

給与手当及び賞与 1,476

退職給付費用 112

役員退職慰労引当金繰入額 2

貸倒引当金繰入額 58

減価償却費 73

研究開発費 229

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,734百万円

　　　計 3,734

預入期間が３か月を

超える定期預金
△645

現金及び現金同等物 3,088
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(株主資本等関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,342,454

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 607,376

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 334 11.50平成20年３月31日 平成20年６月27日 利益剰余金

平成20年11月14日
取締役会

普通株式 332 11.50平成20年９月30日 平成20年12月５日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　「暖房・空調家電・住設事業」の売上高及び営業損益の金額が、それぞれ全セグメントの金額の90％を

超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(有価証券関係)

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

その他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有価証券の四半

期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末に比べて著しい変動が見られます。

　

その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1) 株式 1,000 1,176 176

(2) 債券

    　社債 860 784 △76

    　その他 4,199 3,279 △920

(3) その他 13,484 10,637 △2,847

合計 19,545 15,878 △3,667

(注)　「債券(その他)」の中には複合金融商品が含まれており、その評価差額は、当第３四半期連結貸借対照表のその他

有価証券評価差額金に計上しております。税効果控除後の評価差額金は△548百万円であります。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、余剰資金運用の一環としてデリバティブを組み込んだ複合金融商品を利用しておりま

す。複合金融商品の時価及び評価差額は(有価証券関係)に記載しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 2,177.99円 １株当たり純資産額 2,180.26円

　

　(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 62,584 63,382

普通株式に係る純資産額(百万円) 62,584 63,382

普通株式の発行済株式数(株) 29,342,454 29,342,454

普通株式の自己株式数(株) 607,376 271,145

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

28,735,078 29,071,309

　

２　１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 65.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,894

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,894

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 28,934,999
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第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 87.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,511

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,511

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 28,845,935

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第61期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)の中間配当については、平成20年11月14日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 332百万円

② １株当たりの金額 11円50銭

③
支払請求権の効力発生日
及び支払開始日

平成20年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社コロナ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　福　　田　　　　　厚　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　西　　村　　克　　広　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社コロナの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コロナ及び連結子会社の平成20年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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